
© Resonance Inc. 

“知っている”を“使える”に変える、
学びを通じたコミュニティ醸成まで実現する
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※  講師個人実績を含みます 
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レゾナンスの研修テーマ
３領域にかけて現場の即応力を育てるプログラムをご用意。貴社ご状況や対象者の階層に合わせて、柔軟なカスタマイズも可能です。 
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レゾナンスが選ばれる理由
レゾナンスの研修は「とにかくわかりやすく」「実務で役立つことに重きを置く」「楽しさの追求」を基幹に設計されています。 
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「とにかくわかりやすく」の工夫
ビジネスに密接した研修テーマには、専門知識や抽象的な概念も多く登場します。そのため「業務経験がないと理解できない」と思われがち
ですが、レゾナンスの研修では 比喩や具体例、理屈の丁寧な掘り下げなど、“わかりやすさ”を生む工夫を随所に施しています。すべての参加
者が自分の頭で納得し、学びを腹落ちさせられる設計です。 

「実務で役立つことに重きを置く」からすぐに使える
グループワークなどのアクティビティを通じて、単に知識を得るだけでなく、それを自分の“知恵”へと昇華させる 䐪「実務で役立つ」ため
の学び方を提供しています。背景理解・実例紹介・実務イメージの応用例など、丁寧にインプットしていきながら、自ら実務への応用を考える
機会が設けられていることが特徴です。やみくもに議論して終わるのではなく、常に実務への即効性を重視しています。 

「楽しさの追求」が社内のつながりを醸成
過去に国内最大級のビジネスコミュニティを運営し、3,000名超を“学び”でつなげてきたレゾナンス。
研修をきっかけに“学び合う組織”をつくる  䐪 そんな組織開発の視点も重視しています。 
社員同士が学びをきっかけに横軸でつながることが、強い組織を生み出す原動力となります。 

7



© Resonance Inc. 8

研修受講後｜人事・企画担当者様より頂いたコメント

研修テーマ：超速Excel（新卒研修）
コンサルティング・情報通信業（大手上場企業）

受講後アンケートでは受講者全員が「満足」「やや満足」の評価で、基礎から体系的に教えていただけたことで、知識・技能の抜け漏

れをカバーするとともに、実践練習を通して学べたことが高評価につながりました。便利なショートカットや関数を知るだけでなく、

目指すべきスピード感を理解したうえで反復練習を行うワークで、業務での具体的な活用が見込められた点が有益と感じられました。 

新人研修をシリーズでお任せしていますが、他の研修会社と比較してフルカスタマイズで提案していただける点に感謝しています。事

前の打ち合わせで弊社がやりたいこと・重点を置きたいポイントを相談させていただき、専門家が入ることで会社としての育成の軸が

明確になりました。実際の研修でも一人ひとりの意見を講師がしっかり拾いながら進めてくださり、現場でもとても好評です。 

研修テーマ：ロジカルシンキング・ビジネス基礎スキル（新卒研修）
印刷・広告・物流業（上場企業）

若手マネージャーが増える一方、数値分析や戦略思考のスキルに課題感を持っており、現場や個人での成⾧に任せきりにするのではな

く、第三者による基礎力の強化が必要だと判断しました。レゾナンス社は現場の実情を理解してくださり、押し付けでなく実務に則し

た設計にも安心感がありました。研修後、生産性の向上や部下指導の視点浸透からOJTの質が上がったとの声が寄せられています。 

研修テーマ：数字ロジック×戦略思考（若手マネージャー向け研修）
広告・SNSマーケティング業（上場企業）

※ コメントは実際の声をもとに、一部編集・要約しています。 
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研修受講後｜研修参加者様より頂いたコメント

これまでエクセル操作に関する体系的なインプット機会がなかったところ、今回の研修で操作スピードアップ技術を短時間で効率的に

学習することができた。「この手の操作であれば2秒以内に完了することが望ましい」など、コンサルに求められる具体的なスピード感

とその操作を、実際のオペレーションを通じて学んだ。一回完結で目的が明確に絞られている点もよかった。 

研修テーマ：超速Excel（新卒研修）
コンサルティング・情報通信業（大手上場企業）

シミュレーションゲームを通して、経営に必要な情報の整理やその情報を踏まえた判断を経験でき、机上で理解していた段階から１つ

ステップアップできたと感じた。ROE等の指標を業務上算出する機会はあったものの、結局それがどのように分析に使われるのか理解

できていなかったが、具体的かつ他社の存在が影響する中で実感を得ることができた。今回得られた視点を業務に活かしていきたい。 

研修テーマ：経営ゲーム（経営戦略研修）
運輸・物流業（大手上場企業）

ChatGPTやCopilotなどの特色を専門家の言葉で聞けたことは大変参考になり、AIに対するイメージや意識を変えるのにもとてもよかっ

た。AIによるPowerPointの作成やExcelのマクロ組成など具体的な使用例を見せてもらうことで、あまりAIに詳しくない自分でも使用

するイメージが持てた。AIに本格的に取り組もうという意欲が湧いた。 

研修テーマ：Excel×生成AI（管理職研修）
情報通信・メディア業（非上場企業）

※ コメントは実際の声をもとに、一部編集・要約しています。 
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Training Topic
代 表 的 な 研 修 テ ー マ

• ロジカルシンキング

• 財務会計

• “超速”Excel

• 生成AI研修

• DX講座

• 経営ゲーム研修
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ロジカルシンキング ～思考力強化研修～（合計6時間・回数アレンジ可能）

“考え方”そのものを構造化することで、思考の重みづけ／注力ポイントを見極める力を大幅に高めていきます

11

論理的な思考力・構造化する力の強化演習を通じて、“思考の質”を高める研修です。
研修内で「学びを現場で活かせたか」を確認しながら、論理思考を実務に落とし込む支援も併せて行います。

研修内容

• 論理思考のフレームワーク 
（帰納法・演繹法など） 

• CRF（結論・理由・事実） 
• シナリオメイキング 

• 相関関係の可視化 
• 帰納法演習 
• 構造化への基礎 
• 問題解決 

受講が推奨される対象者・現状課題

「論理的思考力を身につけ、思考の型を習得してほしい」 

「論理的に意思決定・コミュニケーションできるリーダーを自社内 
 で育成したい」 

「営業や企画職の提案が浅い・説明に一貫性がない状態から、提案 
 力・説得力を強化したい」 

• 新卒/中途入社者 
• リーダー層 
• 営業部門 
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財務会計 （合計 6時間・ご希望に応じて回数アレンジ可能）

単なる会計知識ではなく、ビジネスセンス・意思決定力・経営感覚の基盤を作るスキルを身につけます
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財務三表の基本的な骨格を学びます。それぞれの主要項目の意味合いを理解すると共に、会計概念の細かな
違いを正しく把握し、財務三表のつながりをイメージすることができるようになります。

研修内容

• ファイナンスの基本 
（資金調達の仕組み） 

• 財務三表の基本構造 
• 財務三表の分析 

• 財務指標の理解 
（ROA/ROE/PBR） 

• 東証にまつわる 
 最新ニュースの読み解き 

受講が推奨される対象者・現状課題

• 管理部門 
• 営業部門 
• 管理職（候補） 

「数字の読み方を学び、ビジネス全体を構造的に理解してほしい」 

「自分の仕事が会社全体の数字にどう影響するかイメージできて 
 いない社員が多く、経営感覚を底上げしたい」 

「数字を報告する立場から、数字で考える立場へのレベルアップが 
 必要、経営層と共通言語で会話できるようになってほしい」 
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“超速”Excel （合計 6時間・ご希望に応じて回数アレンジ可能）

データ演習で手を動かすことが実務応用に直結し、業務効率向上など成果も実感しやすい内容です
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データを使った演習を通じて、Excelスキルを“知っている”から“使える”に引き上げます。ショートカットを
駆使した圧倒的処理スピードの獲得、業務での応用例を習熟し、次の日から使えるスキルが身につきます。 

研修内容

• ショートカットの徹底活用 
• 文字列関数の基本 
• 高頻度で使用する関数の習熟 

• VLOOKUP練習 
• 集計演習 
• データ抽出演習 

受講が推奨される対象者・現状課題

• 新卒/中途入社者 
• 管理部門 
• 営業部門 

「実務でExcelを使うが効率化やデータ活用には至っていない、 
 または属人的な状態にある」 

「Excelの手作業が多く、スキル獲得で業務効率を上げたい」 

「SFA/CRM等のシステムから出力したデータを加工できない」 



© Resonance Inc. 14

生成AI研修（合計 2時間・ご希望に応じて回数アレンジ可能）

生成AIの変遷や現在の定義など基本知識から始まり、業務にどのように取り入れて活用するのか、プロンプト
（作業指示）の実践など、生成AIを全く知らない方でも使い方のイメージを獲得できる内容です。

研修内容

• 生成AIの定義・基本知識 
• 生成AI活用のイメージ獲得 
• プロンプト（作業指示）実践 

• 目的別のAI選定 
• 生成AIの留意点 
• 業務での具体活用 

受講が推奨される対象者・現状課題

• 全社対象 
（リテラシー向上） 

• 管理部門 
• 管理職（候補） 

「生成AIの活用が話題に出ているが、リスクの周知徹底も含めて 
 全社的にリテラシーを底上げしたい」 

「特に人数が多く、業務関連度も高い部署に勉強機会を設けたい」 

「管理職のスキルアップ、リスクマネジメント、新たな知識を持つ
きっかけとして研修を行いたい」 

生成AIは知的労働の構造を変える技術、活用スキルの底上げは競争力・生産性・リスクマネジメントに有効
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DX講座（合計 2時間・ご希望に応じて回数アレンジ可能）

DX化を推進するにあたり、現場や管理職への理解浸透は非常に重要なプロセスです。研修を通じて「自社に
とってのDXとは何か」を共通言語化し、変革の方向性を全社で揃えるきっかけを作るための講座です。

研修内容

• DX化を成功させる考え方（DX化の失敗理由） 
• 他業界のDXによる変化トレンド・事例紹介 
• グループワークを通じたDX推進のポイント理解 

受講が推奨される対象者・現状課題

「DX研修の本質理解を全社員で共有し、デジタルを手段にして 
 ビジネスモデルや働き方の変革を推進したい」 

「研修を通して、現場手動でDXを動かせる人材を育てたい」 

「自分の業務からDXを考える視点を持つきっかけにしたい」 

DX化の本質はデジタルを用いた現場の変革であり、変革を起こす人と文化を育てる機会として最適です

• 全社対象 
（DXへの理解浸透） 

• 管理部門 
• 管理職（候補） 
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経営ゲーム研修（合計 8時間・ご希望に応じて回数アレンジ可能）

経営アクションの決定と経営結果の把握を何期も繰り返していくことで、“自分の判断が数字になる”体験を付
与します。意思決定力を鍛え、経営の意思決定を理解してもらいたいビジネスリーダー層に向けた研修です。

研修内容

• チーム対抗戦を通じた経営の疑似体験 
• 一般的な製造業の動き（資金調達→仕入・製造→販

売）を通じ、経営アクションとお金の動きを肌感覚
で理解して「経営の全体像」を掴む 

受講が推奨される対象者・現状課題

「経営の全体像への理解とビジネス感覚を鋭くすることで、営業 
 活動やアカウントプランに活用してほしい」 

「自分の行動が会社の数字を動かすという感覚を持たせたい」 

「DXやデータ経営が進む中、数字を基点に考える文化を醸成したい」 

“経営の意思決定”と“数字のつながり”を体感、ビジネスリーダーの数字を読む目と数字で語る意識を育てる

• 営業部門 
• 管理部門 
• 管理職（候補） 



© Resonance Inc. 17

Customer Stories
研 修 を 通 じ て 生 ま れ た

変 化 の ス ト ー リ ー



© Resonance Inc. 18

Story01：株式会社ラクスル様 - 新卒研修プログラム

“なぜ4日間で成⾧できるのか？” 
 

事業拡大期のラクスルが選んだ 
新卒育成プログラムの真価 

 
OJTの限界を突破する 

“育成のプロ”がつくった 
新しいスタンダード 

Before 急成⾧により、OJTが現場任せになり機能不全に 

現場任せから「育成を設計する」という選択へ 

After 
新卒社員の前向きな声に加え、現場からも配属判断や
育成品質の観点で評価が得られた 

Shift 

研修のポイント・人事担当者の声など、Webで詳細を公開しています。 

https://resonanceinc.com/training-case/20250924/

• 育成に関するKPIが未整備で成⾧を測りにくい 
• 新卒の昇格スピードが以前よりも緩やかに 
• 現場リーダーが多忙でフォローに差が出てしまう 

レゾナンスによるカスタマイズ研修で 
既存６日分の内容を４日間に濃縮、効率と効果を両立したプログラムが完成 

➀ フルカスタマイズ設計 
➁ 講師のファシリテーション能力が圧倒的 
➂ 個別フィードバックが“刺さる” 
➃ 同期の絆が一気に深まる 

© Resonance Inc. 



Thank you

本資料の著作権は株式会社レゾナンスに帰属します。
契約や法令で特に認められている場合を除き、内容の開示・転載・再配布等はご遠慮ください。

お問い合わせ
株式会社レゾナンス セールス＆マーケティングチーム
Mail：connect@resonanceinc.com
Web：https://www.resonanceinc.com
※内容や導入に関するご相談は、上記までお気軽にご連絡ください。
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